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第２章 調査結果 
 

１．回答者の属性 

性年代の構成をもとにウエイトバック集計を行い、母集団の割合と同様になるように補正していま

す。属性についてはいずれも、概ね令和６年度調査との大きな変化はみられません。 

 

Ｆ１ 性別 ○は１つ 

 

性別について、「男性」の割合が 49.7％、「女性」の割合が 50.3％となっています。 

 

図表Ｆ-１ 性別（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ 年齢 ○は１つ 

 

年齢について、「50～59歳」の割合が 18.7％と最も高く、次いで「40～49歳」の割合が 15.8％、「30～

39歳」の割合が 14.3％となっています。 

 

図表Ｆ-２ 年齢（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

49.7

49.7

50.3

50.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 答えたくない 無回答

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

3.9

3.8

13.0

13.1

14.3

14.3

15.8

16.3

18.7

18.5

12.5

12.2

11.9

12.1

9.9

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70～79歳 80歳以上 無回答
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Ｆ３ 配偶者の有無 ○は１つ 

 

配偶者の有無について、配偶者「あり」の割合が、約６割となっています。 
 

図表Ｆ-３ 配偶者の有無（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ４ 同居の家族構成 ○は１つ 

 

同居の家族構成について、「親と子（２世代）」の割合が、約５割と最も高くなっています。 
 

図表Ｆ-４ 同居の家族構成（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ５ 子どもの有無 ○は１つ 

 

子どもの有無について、子どもが「いる」の割合が、６割に近くなっています。 
 

図表Ｆ-５ 子どもの有無（経年比較） 

 

 

 

 

  

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

54.8

59.8

42.0

39.0

3.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

59.2

61.1

37.9

37.9

2.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あり なし（離婚・死別を含む） 無回答

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

16.7

15.4

24.6

25.2

48.7

50.3

3.9

3.7

4.0

4.9

2.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし 夫婦のみ 親と子（２世代） ３世代以上 その他 無回答
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【Ｆ５で「いる」と回答した方】 

Ｆ６ 子どもの年齢 ○はいくつでも 

 

子どもがいる人に、子どもの年齢について聞いたところ、「就業している」子どもの割合が、約５割と

なっています。 

 

図表Ｆ-６ 子どもの年齢（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ７ 住居の形態 ○は１つ 

 

住居の形態について、「戸建て住宅（持ち家）」の割合が、約５割と最も高くなっています。 
 

図表Ｆ-７ 住居の形態（経年比較） 

 

 

 

 

 

  

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

48.8

46.5

3.0

3.8

19.9

20.2

24.3

23.7

1.0

0.9

3.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建て住宅（持ち家） 戸建て住宅（賃貸）

マンション等集合住宅（持ち家） マンション等集合住宅（賃貸）

社宅・官舎・寮など 無回答

令和７年度調査

（補正後ｎ=1,349）

令和６年度調査

（補正後ｎ=1,418）

複数回答（％）

小学校入学前

小学生

中学生

高校生

各種学校、専修・専門学校、短期大学、
大学、大学院生（予備校生含む）

就業している

専業主婦・主夫

無職

その他

無回答

17.5

16.6

9.7

9.4

10.5

46.5

6.9

4.2

3.2

0.8

16.9

16.5

10.0

10.9

9.9

45.2

8.5

4.5

4.6

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
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Ｆ８ 職業 ○は１つ 

 

職業について、「正規の社員・職員・従業員」の割合が、約４割と最も高くなっています。 
 

図表Ｆ-８ 職業（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ９ 市内での居住年数 ○は１つ 

 

市内での居住年数について、市内に「20年以上」住んでいる割合が、約５割と最も高くなっています。 
 

図表Ｆ-９ 市内での居住年数（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

11.3

11.7

7.2

6.8

8.5

11.0

19.8

20.3

50.8

49.4

2.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規の社員・職員・従業員 非正規の社員・職員・従業員

（派遣社員、契約社員・嘱託、パート・アルバイト（学生アルバイトを除く））

会社などの役員

家族従業者・内職 学生・生徒

収入をともなう仕事をしていない

（仕事を探している）

（仕事を探している）

収入をともなう仕事をしていない

（仕事を探していない）

その他 無回答

会社などの役員 自営業主

３年未満

20年以上

３年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

無回答

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

39.9

39.3

17.9

19.5

1.9

2.4

4.6

4.4

0.8

0.8

6.2

5.0

3.8

3.4

15.6

20.2

5.8

2.4

3.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｆ10 現在の健康状態 ○は１つ 

 

現在の健康状態について、『良い』（「良い」と「まあ良い」の合計）の割合が、約６割となっています。 
 

図表Ｆ-10 現在の健康状態（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ11 昨晩の睡眠時間 ○は１つ 

 

昨晩の睡眠時間について、「６時間程度」の割合が、３割強と最も高くなっています。 
 

図表Ｆ-11 昨晩の睡眠時間（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ12 医療機関受診頻度 ○は１つ 

 

医療機関受診頻度について、「年に数日程度」の割合が、約４割と最も高くなっています。 
 

図表Ｆ-12 医療機関受診頻度（経年比較） 

 

 

 

 

  

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

1.7

1.5

5.7

5.7

20.5

19.9

33.6

34.1

25.0

24.2

9.5

10.9

1.6

1.9

0.6

0.8

1.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３時間未満 ４時間程度 ５時間程度 ６時間程度 ７時間程度

８時間程度 ９時間程度 10時間以上 無回答

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

28.2

28.7

31.5

27.7

25.1

28.0

11.0

11.8

2.1

2.9

2.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い まあ良い ふつう あまり良くない 良くない 無回答

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

0.2

0.2

2.1

1.7

14.7

16.9

26.9

28.6

41.8

40.6

1.2

2.2

9.9

7.4

0.5

1.2

2.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日

その他

ほとんど毎日 週に２～３日程度 月に２～３日程度 月に１日程度 年に数日程度

受診していない わからない 無回答

月に１日程度 年に数日程度
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Ｆ13 居住地域 ○は１つ 

 

居住地域について、「南林間・鶴間地区」に住んでいる人の割合が、約３割と最も多くなっています。 
 

図表Ｆ-13 居住地域（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地域 地域 

中央林間地区 中央林間（１～９丁目）、中央林間西（１～７丁目） 

つきみ野地区 
下鶴間（１～1448 番地、2082～2244 番地、5051～5310 番地、6000～6014 番地）、つきみ野

（１～８丁目） 

南林間・鶴間地区 

上草柳（５～９丁目）、下鶴間（１～２丁目）、下鶴間（1644～1748 番地、1772～2081 番地、

2245～3196 番地）、鶴間（１～２丁目）、西鶴間(１～８丁目)、深見西（５～８丁目）、南林

間（１～９丁目）、林間（１～２丁目) 

相模大塚地区 上草柳（番地）、桜森（１～３丁目） 

大和地区 

上草柳（１～４丁目）、下草柳（番地）、草柳（１～３丁目）、中央（１～７丁目）、深見（番

地）、深見台（１～４丁目）、深見西（１～４丁目）、深見東（１～３丁目)、柳橋（１･４丁

目）、大和東（１～３丁目）、大和南（１～２丁目) 

桜ヶ丘地区 
上和田（１～2411 番地、2413～2743 番地）、代官（１～４丁目）、福田（１～８丁目）、福田

（2339～2617 番地、5506～5697 番地）、柳橋（２･３･５丁目） 

高座渋谷地区 
上和田（2412 番地、2744～3499 番地）、渋谷（１～８丁目）、下和田（番地）、福田（１～2338

番地、2618～5505 番地、5698～6120 番地、7000～7029 番地） 

 

 

 

 

  

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

14.7

13.8

10.1

9.8

29.5

27.8

3.5

3.3

18.5

21.2

11.0

11.4

10.3

10.7

2.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央林間地区 つきみ野地区 南林間・鶴間地区 相模大塚地区 大和地区

桜ヶ丘地区 高座渋谷地区 無回答
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Ｆ14 世帯全体の年間収入 ○は１つ 

 

世帯全体の年間収入について、令和６年度調査から年収の比率自体に大きな変化はみられませんが、令

和７年度調査では「わからない、答えたくない」の割合が多くなっています。 

※令和６年度から選択肢変更（令和６年度：「わからない」 令和７年度：「わからない、答えたくない」） 
 

図表Ｆ-14 世帯全体の年間収入（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ15 あなたの年間収入 ○は１つ 

 

回答者の年間収入について、令和６年度調査から年収の比率自体に大きな変化はみられませんが、令和

７年度調査では「わからない、答えたくない」の割合が多くなっています。 

※令和６年度から選択肢変更（令和６年度：「わからない」 令和７年度：「わからない、答えたくない」） 
 

図表Ｆ-15 回答者の年間収入（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

2.7

2.6

4.4

4.2

7.7

8.7

9.5

10.7

7.9

8.5

12.9

16.2

17.3

19.0

11.0

9.1

3.8

2.9

20.3

13.5

2.3

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満 100～199万円 200～299万円

300～399万円 400～499万円 500～699万円

700～999万円 1,000～1,499万円 1,500万円以上

わからない、答えたくない 無回答

令和７年度調査（補正後ｎ=2,462）

令和６年度調査（補正後ｎ=2,370）

18.9

21.2

11.6

12.3

11.5

13.0

10.8

12.1

8.4

9.2

11.1

11.3

8.1

7.8

2.9

2.7

0.8

0.8

14.1

5.7

1.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満 100～199万円 200～299万円

300～399万円 400～499万円 500～699万円

700～999万円 1,000～1,499万円 1,500万円以上

わからない、答えたくない 無回答


